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一般社団法人 日本リハビリテーション工学協会 

2025年度第 7回（通算第104回）理事会 議事録 

 

１．日  時：2026年（令和 8年）6月7日（日曜日）9時～10時39分 

 

２．場  所：オンライン 会議システム（ Zoom ミーティング） 

 

３．審議事項および資料 

第１号議案（専権等の報告）2025年度事業系業務執行報告（第5期） 

第２号議案（専権等の報告）2025年度総務系業務執行報告（第5期） 

第３号議案（専権等の報告）6月6日 前日会議の報告 

第４号議案（専権等の報告）新入会者の承認 メールによる承認者の報告について 

第５号議案（専権等の報告）事業の後援および協賛等に関する承認について 

第６号議案（決議）第41回リハ工学カンファレンス実行委員長について 

第７号議案（決議）第41回リハ工学カンファレンスの開催地と会場について 

第８号議案（決議）編集委員会新規委員について 

第９号議案（決議）協会誌電子化移行後の会員向け協会誌発刊周知のためのハガキ送付について 

第10号議案（専権等の報告）SIG住まいづくり 「見えない」をサポートするデザイン 視覚障がい者

就労継続支援施設「ひかりの森」見学会開催 

第11号議案（専権等の報告）SIG住まいづくり 布製浴槽見学会＆意見交換会開催 

第12号議案（専権等の報告）移乗SIG リフト入浴実技講習会開催 

第13号議案（専権等の報告）移乗SIG 持ち上げない介護にとって重要なリフト用スリング・シートの 

比較検討会開催 

第14号議案（専権等の報告）中部支部 オンラインセミナー開催 

第15号議案（専権等の報告）関西支部 全国頸髄損傷者連絡会連携セミナー開催 

第16号議案（専権等の報告）関西支部セミナー（第40回リハ工学カンファレンスプレイベント）開催 

第17号議案（専権等の報告）40周年記念式典 功労者表彰について 

第18号議案（決議）第40回リハ工学カンファレンス優秀発表賞について 

第19号議案（専権等の報告）バリアフリー2026への出展報告 

第20号議案（専権等の報告）「CREATe Asia総会」へ参加について 

第21号議案（専権等の報告）「GAATO会議」へ参加について 

第22号議案（決議）2026年度事業計画（案）について 

第23号議案（決議）2026年度予算（案）について 

 

４．理事総数   13名 

  出席理事数  11名→12名 

会長（代表理事） 河合俊宏 

理事 一木愛子、植田友貴、上野忠浩、金井謙介、北野義明、小島みさお、小林博光 

徳田良英、冨田藍、早川康之、渡辺崇史 

監事    伊藤和幸、水澤二郎 

事務局 深野栄子（事務局長）、沖川悦三（事務局参与） 

欠席理事     植田瑞昌  

  ※小林理事（第3号議案以降出席） 
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５．議事の経過の概要及び議決の結果 

（１）定款第 49 条に基づき、議長となる会長の河合俊宏が本日の理事会は定数を満たしたので、有効

に成立した旨を告げたのち、開会の辞を述べた。 

（２）議事録署名人について、議長からの指名により、本日出席理事の小島みさおと渡辺崇史の２名を

選出した。 

 

第１号議案（専権等の報告）2025年度事業系業務執行報告（第5期） 

金井副会長（事業統括担当理事）より、各業務執行理事の業務執行状況（2026年3月8日～2026年6月

7日）が報告され、追認で承認された。なお専権事項の報告については、別途議案提出し審議している。 

承認10、非承認0 （会長除く） 

 

＜協会誌担当 徳田理事・植田（瑞）理事＞ 

１） 協会誌編集 

・特集記事：チャットワークにて討議した。4月25日に対面・オンラインハイブリッドで討議した。                                          

・査読論文：チャットワークにて討議した。5月11日にオンラインにて討議した。 

２）協会誌発行 

以下の協会誌を発行した。 

・Vol.40 No.3 2025年8月発行 特集「担い手の育成に向けたリハビリテーション工学教育」 

・Vol.40 No.4 2025年11月発行 特集「新サービス･新製品の開発に携わるいろいろな人達の思いと夢」 

・Vol.41 No.1 2026年2月発行 特集「AIとリハビリテーション工学」 

・Vol.41 No.2 2026年5月発行 特集「臨床知と工学知の可能性」 

３）投稿論文 

 ・投稿論文の査読依頼をした。 

４）協会誌の段階的電子化 

 ・理事会決定事項の報告をした。 

５）編集委員会事務局委託費 

 ・幹事に・3月、4月、5月 支払い依頼を行った。 

６）論文賞の検討 

・今後の方針について確認した。 

７）協会誌発行の持続化に向けた検討 

・SDGsの観点から郵送コストや紙資源の削減、および、情報保障の観点からのデジタル化等の検討 

８）その他 

・編集委員会新規委員 採用（特集記事小委員会４名、査読論文小委員会２名） 

・協会誌電子化移行後の会員向け協会誌発刊周知のためのハガキ送付について 

＜カンファレンス担当理事 渡辺理事・植田（友）理事＞ 

１）第39回リハ工学カンファレンスin東京開催準備 

・特になし。 

２） 第40回リハ工学カンファレンス準備 

・実行準備委員会への参加、および適宜、実行委員長等との打ち合わせを行った。 

・各種団体への後援・協賛依頼準備を行った。 

３） 第41回リハ工学カンファレンス準備 

・カンファレンス実施会場候補(ホルトホール大分) の会場仮予約を行った。 

・実行委員候補の九州支部会員と実施に向けての打ち合わせを行った。 

４） UMIN（大学病院医療情報ネットワーク）継続利用 

・第40回リハ工学カンファレンス用に演題登録開始のための設定を行った。 

＜福祉機器コンテスト担当 一木理事＞ 
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１） 福祉機器コンテスト2025 

・福祉機器コンテスト2025の事業報告書の後援団体への配布、協会ホームページに掲載 

・バリアフリー2026（大阪）にて、福祉機器コンテスト2025での受賞作品の展示 

２） 福祉機器コンテスト2026  

・バリアフリー2026（大阪）にて、福祉機器コンテスト2026を広報 

・福祉機器コンテスト2026の選考委員へ誓約書、承諾書の手続きを依頼 

・福祉機器コンテスト2026の後援依頼を、昨年後援いただいた団体に行なった。  

＜分科会（支部・SIG）/専門委員会担当 小島理事＞ 

１）支部活動への支援 

・支部活動の会員周知のために、協会誌Vol.41 No.2 2026年5月号にお知らせを掲載した。 

・第2回支部代表者会議を3月24日に開催した。 

２）2025年度各支部の活動計画  

・3月14日（土）に、全国頸髄損傷者連絡会との連携セミナー・電動車椅子世界一周報告会を、関東・甲

信越支部、車いすSIG、乗り物SIGの協力により、ハイブリッド方式で開催した。 

・5月9日（土）に、関西支部セミナー「住環境整備における多職種連携」を第40回リハ工学カンファレ

ンスin神戸のプレイベントとしてハイブリッド方式で開催した。 

・5月12日（火）～14日（木）に、第9回ミライ・アッセンブリーとして、リハコウラジオのライブ配信

を計3回おこない、録音データを公開した。 

・5月30日（土）に、中部支部オンラインセミナー「スポーツ・アクティブティ×リハビリテーション工

学」を開催した。 

・5月31日（日）に、関東・甲信越支部イベントとして、災害対策キャンプ 食糧編を開催した。 

３）SIG への活動支援  

・SIG活動の会員周知のために、協会誌Vol.41 No.2 2026年5月号にお知らせを掲載した。 

・SIG代表者会議を3月21日と3月29日にオンラインで開催した。 

４）SIG合同企画の開催  

・3月14日（土）に、全国頸髄損傷者連絡会との連携セミナー・電動車椅子世界一周報告会を、車いすSIG、

乗り物SIG、関東・甲信越支部の協力により、ハイブリッド方式で開催した。 

５）2025年度各SIGの活動計画  

・2月20日（金）に、SIG住まいづくりで、布製浴槽勉強会を開催した。 

・3月発行のJOJO magazine 2026 SPRING (集英社ムック)に、車椅子の歴史について、車いすSIGが監修

と資料提供をした。 

・4月15日（水）に、車いすSIGで、歴史的車椅子の搬出・移動をおこなった。 

・2025年8月７日（木）にSIG住まいづくりで開催した、視覚障がい者就労継続支援施設見学会の報告書

が共有された。 

・2025年9月28日（日）29日（月）に移乗 SIGで開催した、リフト入浴実技講習会、12月13日（土）

14日（日）に開催したリフト用スリング・シートの比較検討会の報告書が共有された。 

・バリアフリー展で、移乗SIGの活動紹介のちらしを配布した。 

＜企画推進担当 植田（瑞）理事＞ 

１）研修企画委員会 

・委員会をオンライン会議にて開催 

  3月18日20時から22時オンライン 

  4月25日19時から20時オンライン 

・その他、チャットワークにて打ち合わせ 

２）協会主催セミナー事業 

・連携セミナー開催 3月14日（練馬区） 

・バリアフリー展出展者セミナー開催 
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３）リハ工ミライ・アッセンブリー等の開催 

・第9回リハ工ミライ・アッセンブリー開催 5月12日から14日 九州支部協力 

４）日本リハビリテーション工学協会設立40周年記念事業の検討 

・40周年記念誌作成、功労者選定、記念式典登壇者等プログラムの検討 

・Tシャツ販売準備及び販売開始 

＜国際担当 上野理事＞ 

１）国際関連団体との相互協定に基づく交流 

・2026年4月9 日 CREATe Asia総会に本田国際連携推進委員が参加した。（オンライン） 

・2026年5月4 日 「2025年度GAATO会員費」の入金を確認した旨の連絡を受け取った。 

（エバートーヤン フーガエル GAATO事務局長） 

 ※ 年会費 \100,050 送金手数料 計\10,000 

・ 2026年5月27 日 「GAATO会議」が開催予定。（オンライン）井上委員、上野が参加予定。 

２）国際連携推進委員会の開催 

・2026年 4月 18日  大阪産業大学 本田雄一郎氏が 2027（令和 9）年社員総会日まで「国際連携推進委

員」を受任していただけることになった。 

＜展示会担当 小林理事＞ 

１） 学会展示会、広報活動強化 

・バリアフリー2026出展 

2 小間のブースに、福祉機器コンテスト受賞作品および説明パネル、リハ工学協会の広報用のパネルや

リーフレット、リハ工学カンファレンスのパネルとチラシなどを配置、説明し、関西支部からの協力員

を得ながら広報活動した。 

・H.C.R.2026出展社プレゼンテーションの調整 

1コマブースにて出展申し込みした。出展決定通知をH.C.R.事務局より得たので、出展料を支払った。 

２）セミナー開催 

・バリアフリー2026出展社セミナー 

「脊髄損傷者に立ち上がって生活する選択を」（Qolo株式会社江口洋丞氏）を行った 

・H.C.R.2026出展社セミナーの調整 

コンテスト授賞式は例年通りH.C.R.会期中に出展社プレゼンテーションとして行う。（6月申請） 

＜災害対策担当 早川理事＞ 

１）災害対策委員会活動 

・2025年度第3回災害対策委員会会議（4月8日 オンライン） 

２） 災害対策セミナー等の開催 

・2026年度日本福祉のまちづくり学会関東甲信越支部総会セミナー共催：（5月30日 対面・オンライン） 

・第40回リハ工学カンファレンス内でのセミナー、展示計画準備 

３）他団体との協働 

JRAT各種委員会等 

・JRAT第42回理事会（5月1日 オンライン） 

・JRAT研修企画委員会 

・地域JRAT組織強化委員会（4月20日 オンライン） 

・JRAT広報委員会（3月24日、4月30日 オンライン） 

・北海道JRAT会議（4月9日 オンライン） 

＜事業統括担当 金井理事＞ 

１）学会展示会、広報活動強化 

・バリアフリー2026出展にかかる各種調整・手続きと当日対応 

・H.C.R.2026の出展に係る調整 

２）セミナー開催 
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 ・バリアフリー2026出展社ワークショップ開催にかかる調整 

２）その他 

・第5期業務執行報告のとりまとめ 

・2025年度事業報告の作成 

・2026年度予算案の作成 

・2026年度予算調整会議の開催 

・事業担当の各分掌理事の相談及び調整 

・財務・総会理事会担当理事との相談および調整 

・理事会運営に関する調整 

 

第２号議案（専権等の報告）2025年度総務系業務執行報告（第5期） 

金井副会長（総務統括担当理事）より、各業務執行理事の業務執行状況（2026年3月8日～2026年6月

7日）が報告され、追認で承認された。なお専権事項の報告については、別途議案提出し審議している。 

承認10、非承認0 （会長除く） 

 

＜財務担当 冨田理事＞ 

１）法人会計の管理 

・2026年1月～2026年4月の経理データ内容確認 

 ・各分掌の予算執行状況の整理 

 ・会計士への2025年度四半期 第3期（7～3月）決算依頼 

 ・2025予算の執行状況資料作成 

 ・2026年度予算案調整 

＜規則・選挙担当 植田（瑞）理事＞ 

１）2025年度代議員・役員候補者選挙 

・代議員への確認 

２）規程の整備 

・各種規定の確認、修正等の有無の検討 

３）その他 

・選挙管理委員会委託への準備検討 

＜総会・理事会担当 北野理事＞ 

１）2026年度定時社員総会の開催 

・定時社員総会に向けて、事業計画（案）及び事業報告（仮案）の取りまとめを行った。 

２）2025年度理事会の開催 

・2025年度第5回（通算第102回）理事会議事録を確定し、ホームページに掲載した。 

・2025年度第6回（通算第103回）理事会（臨時）開催に向けて準備を行った。 

・2025年度第6回（通算第103回）理事会（臨時）議事録を確定し、ホームページに掲載した。 

・2025年度第7回（通算第104回）理事会開催に向けて準備を行った。 

＜広報・渉外担当 小林理事＞ 

１）協会リーフレット印刷 

・リーフレットの残部が少量になったため、前回修正した内容のものを500部印刷依頼し、事務局へ納付

した。 

２）オンライン会議システム利用 

・総会・理事会のZoomミーティングの各種設定、動画データ管理等を行った。 

２）外部ストレージ利用 

・外部ストレージXserverDriveの管理権限の移行とアクセス権設定変更した。 

３）Web・メールサーバー等運用管理 
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・外部ストレージXserverDriveの容量確認等の管理を行った。 

・メールニュースの配信、メールニュース配信先リストへの新規登録や変更手続きを行った。適宜webコ

ンテンツの追記・変更を委託先（鈴木氏）に依頼した。リハ工Webサイトからの問い合わせメール・変

更フォーム等に対応した。 

＜事務局担当 小林理事＞ 

１）事務局運営 

・会員情報（メールニュース配信先）電子メールアドレスの追加、修正にかかる事務局との連絡。 

・Webフォームからの問い合わせメール対応。購読サービス契約者との連絡調整。協賛後援依頼対応。 

２）会員管理システム導入の検討 

・Peatixの運用管理とカンファレンスやセミナーなど他イベントでの利用提言。 

３）展示会出展における広報活動 

・バリアフリー展での広報活動。関西支部からの協力員応募。担当者シフト表作成等。 

・H.C.R.2026の出展申込み。 

＜総務統括担当 金井理事＞ 

・業務執行報告書2025年度第5期（2026年3月8日～2026年6月6日）の取りまとめ 

・財務担当理事・総会理事会担当理事との四半期決算および財務管理に関する調整 

・総務系担当理事との連絡調整、相談対応 

・2026年度予算案の作成 

 

第３号議案（専権等の報告）6月6日 前日会議の報告 

金井副会長（総務・事業統括担当理事）より、理事会前日6月6日（土）開催の理事会前日会議として

以下の統括会議の報告がされ、追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

日時：2026年6月6日（土） 13:00～17:00 

場所： オンライン 会議システム（ Zoom ミーティング） 

会長（代表理事） 河合俊宏 

理事    植田友貴、植田瑞昌、上野忠浩、金井謙介、北野義明、小島みさお、 

徳田良英、冨田藍、早川康之、渡辺崇史 

監事    伊藤和幸、水澤二郎 

事務局 深野栄子（事務局長）、沖川悦三（事務局参与） 

欠席：    一木愛子、小林博光 

【内容】 

１）2026年度事業計画案・予算案関連（北野・金井） 

・総会・理事会担当より、事業計画案の全体について報告がなされた。主な修正点は以下のとおりである。 

 ・2025年度の5月までの執行状況は、収入については予算案の79％、支出については100％の執行状況

となっている。 

 ・3月理事会で提出された予算要求案について、会長、副会長、財務で検討し、赤字予算とならないよう

に予算案を作成した。 

・各事業計画に関する概略は以下の通りである。 

○カンファレンスについては、今年度演題数が100件を超えたのでUMIN使用料が来年度は増額

（85,000円）するため、予算に反映している。今後は、Google Formの使用などに変更するなど、予算

軽減に向けて検討を行う。 

○コンテスト：独立会計なので計上していない。 

○協会誌：完全電子化に移行するので全体の予算額は削減されている。電子化を定着させるためのはが

きの送付については、いつまで続けるかは要検討。 
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○地域支部：6支部×5万円 

○SIG：10SIGへのSIG活動費の支給と合同企画の開催費を合わせて50万円とした。担当理事より、

2SIGから辞退の申し入れがあったので、トータルで40万円でも構わないとの意見があった。 

○災害対策事業：委員会の開催、災害対策セミナー、JRAT等要求通りとする。 

○企画：リハ工ミライ・アッセンブリーの開催方法の工夫（対面2回、オンライン2回）により、予算

の適正化を図っている。40周年記念式典は要求通り。 

○展示会：H.C.R.、バリアフリー展、ニーズシーズ等は各支部の協力を得て行うようにし、交通費等を

減額している。 

○国際関連：GAATOの年会費はレートに応じて昨年度より増額し、委員会はオンライン開催とし減額し

ている。担当理事から、総額を変えず、委員会経費を削減してGAATO年会費に充当する提案がされた。 

○統括：合理的配慮の推進として、情報保障の予算を引き続き計上している。 

 ・総務系の要求について確認を行った 

  〇選挙：例年通りi-Voteを使用する予定で計上。役員の補充に係る補欠選挙は行わない方向でいる。 

  〇財務：法人会計の管理と分科会等の連結決算準備 

  〇総会・理事会：対面開催2回（12月と6月）、ハイブリッド、オンラインの予算を計上し原案のま

まとする。ただし、予算次第で対面からオンラインに変更する可能性がある。 

  〇広報・渉外：チラシ、webサイト、サーバー、ZOOM等の契約等、例年通りとする。 

 〇事務局：経費、展示会運営等委託費として例年通り計上。協会の会計状況から、要求のあった会員

管理システム導入については見送りとする。 

２)総会及び総会資料 

 ・決算報告：5月までの執行状況について再確認をした。 

 ・事業報告：7月理事会で決議できるように進める必要がある。 

 ・総会に向けてのスケジュールの確認 

  今年度の総会を8月22日（12時30分～13時30分）とし、定款により、2週間前までに周知する必要

がある（議決権行使書を活用するため）ため、8月7日までに代議員に資料が届くように計画する。 

３)その他の審議事項 

・リハ工学カンファレンスでの優秀発表賞の選考委員に、早川理事、小島理事が加わる。 

 

第４号議案（専権等の報告）新入会者の承認 メールによる承認者の報告について 

事務局担当の小林理事より、2025年度第5回（通算第102回）理事会以降（※第6回は臨時理事会）に

専権事項とした2026年3月8日-2026年4月7日の計5名（2025年度下半期正会員5名）、2026年4月8

日-2026年 5月 7日の計 15名（2025年度下半期正会員 10名、2025年度下半期学生会員 5名）の合計 20

名の入会が報告され、追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

第５号議案（専権等の報告）事業の後援および協賛に関する承認について 

事務局担当の小林理事より、2025年度第5回（通算第102回）の理事会以降（※第6回は臨時理事会）、

継続依頼のため専権事項として承認回答した後援・協賛依頼について報告され、追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

・2026年3月12日  協賛 一般社団法人日本機械学会、一般社団法人ライフサポート学会、一般社団法

人日本生活支援工学会「LIFE2026」（2026年 9月 2日(水)～4日(金)  日本工業大学 埼玉キャンパス

（埼玉県南埼玉郡宮代町）） 

・2026年3月23日  後援 特定非営利活動法人 バイオフィリア リハビリテーション学会「第30回バイ

オフィリアリハビリテーション学会大会」（2027年4月24日（土） 慶応義塾大学日吉キャンパス来往

舎（神奈川県横浜市）（インターネットZoom）） 
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・2026年4月19日  後援 一般社団法人日本作業療法士協会「第60回日本作業療法学会」（2026年11月

20日（金）～22日（日） 朱鷺メッセ（新潟県新潟市）） 

※補足：新規後援依頼 

・2026年4月5日の臨時理事会で承認  後援 公益社団法人 日本義肢装具士協会「第32回日本義肢装具

士協会学術大会」（2026年7月4日（土）～5日（日） 札幌市教育文化会館（北海道札幌市）） 

 

第６号議案（決議）第41回リハ工学カンファレンス実行委員長について 

カンファレンス担当の渡辺理事、植田（友）理事より、第41回リハ工学カンファレンスを大分県大分市

で開催するにあたり、実行委員長として大惠 克俊 氏（日本文理大学工学部 機械電気工学科・教授）に就

任をお願いすることが提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認10、非承認0 （会長除く） 

 

第７号議案（決議）第41回リハ工学カンファレンスの開催地と会場について 

カンファレンス担当の渡辺理事、植田（友）理事より、第41回リハ工学カンファレンスを以下の開催地

および日時程で実施したいと提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

・開催地：ホルトホール大分(所在地：〒870-0839 大分県大分市金池南１丁目５−１) 

・日程：2027年8月27日(金)から29日(日)  

 

第８号議案（決議）編集委員会新規委員について 

協会誌担当の徳田理事、植田（瑞）理事より、次期編集委員（特集記事小委員会委員4名、査読論文小

委員会委員 2名）（任期：2026年4月から2028年3月まで）編集委員会選出者が報告され、審議の結果、

満場一致で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

特集記事小委員会 

 鈴木 基恵氏（横浜市総合リハビリテーションセンター、建築士） 

菅原健太郎氏（社会医療法人さいたま市民医療センター、作業療法士） 

居山 圭介氏（花はたリハビリテーション病院、理学療法士） 

近藤 和子氏（障害当事者） 

査読論文小委員会 

 浅井 直樹氏（神奈川県立保健福祉大学、理学療法士） 

早川 康之氏（北海道科学大学、義肢装具士）  

 

第９号議案（決議）協会誌電子化移行後の会員向け協会誌発刊周知のためのハガキ送付について 

協会誌担当の徳田理事、植田（瑞）理事より、協会誌Vol.41 No.3（8月発行号）より協会誌の完全電子

化がスタートするが、発行方法の大きな変更のため、発刊した旨の公表、閲覧方法、パスワードの再周知

のため、圧着はがきを会員に送付することが提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

次年度予算より Vol.41 No.3（8月発行号）以降、2月発行号、5月発行号を要求予定 

1回あたり印刷代17000円、郵便代85円×600枚＝51,000円ほか、ラベル印刷代等 

 

第 10号議案（専権等の報告）SIG住まいづくり 「見えない」をサポートするデザイン 視覚障がい者就労

継続支援施設「ひかりの森」見学会開催 
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分科会・専門委員会担当の小島理事より、SIG 住まいづくりで見学会を開催したことが報告され、追認

で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

SIG住まいづくり 見学会 

企画名称：「SIG 住まいづくり 「見えない」をサポートするデザイン 視覚障がい者就労継続支援

施設「ひかりの森」見学会」 

日時：2025年8月7日（木）15時30分～17時 

会場：視覚障がい者就労継続支援施設「ひかりの森」 

講師：直町常容子氏（ケアリングデザインアーキテクツ設計一級建築士） 

参加者：8名（会員8名 非会員0名） 

 

第11号議案（専権等の報告）SIG住まいづくり 布製浴槽見学会＆意見交換会開催 

分科会・専門委員会担当の小島理事より、SIG 住まいづくりで布製浴槽見学会＆意見交換会を開催した

ことが報告され、追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

テーマ：住環境整備における多職種連携 

日時：2026年2月20日（金）13時30分～15時  

会場：株式会社LIXILショールーム東京 

講師：日野 晶子 氏（株式会社LIXIL  LWTJ営業本部 セールス＆マーケティング部） 

参加者：4名（会員4名 非会員0名） 

 

第12号議案（専権等の報告）移乗SIG リフト入浴実技講習会開催 

分科会・専門委員会担当の小島理事より、移乗SIGでリフト入浴実技講習会を開催したことが報告され、

追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

テーマ：「リフトを用いた入浴の具体的な知識と技術を獲得する」 

日時：2025年9月28日（日）10時～17時、29日（月）10時～12時 

会場：社会福祉法人翔陽会 特別養護老人ホーム 清明庵（札幌市） 

講師：市川洌氏（福祉技術研究所株式会社）他 

参加者：9名（会員5名 非会員4名）  

共催：福祉技術研究所株式会社 

※事前オンライン講義を2025年9月20日（土）18時～20時に行い、22名参加 

 

第13号議案（専権等の報告）移乗SIG 持ち上げない介護にとって重要なリフト用スリング・シートの比較

検討会開催 

分科会・専門委員会担当の小島理事より、移乗SIGでリフト用スリング・シートの比較検討会を開催し

たことが報告され、追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

テーマ：「各社のスリングを実際に使いながら、スリングの適応について議論し、整理する」 

日時：2025年12月13日（土）13時～17時、14日（日）9時30分～15時 

会場：神戸学院大学有瀬キャンパス（兵庫県）  

講師：市川 洌 氏（福祉技術研究所株式会社） 
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ファシリテーター：松本 多正 氏（大手町リハビリテーション病院 作業療法士） 

         高堀 康裕 氏（いばらき診療所訪問看護ステーション 作業療法士） 

参加者：19名（会員5名 非会員１4名）  

共催：福祉技術研究所株式会社 

※事前オンライン講義を12月6日（土）18時～20時に行い、34名参加 

 

第14号議案（専権等の報告）中部支部 オンラインセミナー開催 

分科会・専門委員会担当の小島理事より、中部支部で、オンラインセミナーを開催したことが報告され、

追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

日時：2026年5月30日（土）10時～12時 

会場：オンライン（Zoom） 

講師：三井利仁 氏(日本福祉大学大学院スポーツ科学研究科 教授) 

鈴木光久 氏(名古屋市総合リハビリテーション事業団地域支援部 主幹) 

   城下歩 氏(石川県電動車椅子サッカー協会 技術委員長／パラスポーツコーチ) 

参加者：38名（協会員，非協会員の合計） 

 

第15号議案（専権等の報告）関西支部 全国頸髄損傷者連絡会連携セミナー開催 

分科会・専門委員会担当の小島理事より、関西支部で、関西支部 全国頸髄損傷者連絡会連携セミナー

を開催したことが報告され、追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

テーマ：電動車椅子で巡る世界一周報告会～旅の魅力編～ 

日時：2025年10月25日（土）13時30分～16時30分 ハイブリッド開催 

会場：ANCHOR KOBE アンカー神戸 

講師：宮野 秀樹 氏 (全国頸髄損傷者連絡会 事務局長) 

参加者：会員28名 非会員 49名 

来場者 47名（介助者12名、車椅子使用者14名） オンライン30名  

共催：全国頸髄損傷者連絡会 

 

第16号議案（専権等の報告）関西支部セミナー（第40回リハ工学カンファレンスプレイベント）開催 

分科会・専門委員会担当の小島理事より関西支部セミナーを開催したことが報告され、追認で承認され

た。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

テーマ：住環境整備における多職種連携 

日時：2026年5月9日（土）13時～16時 ハイブリッド開催 

会場：神戸学院大学ポートアイランド第1キャンパス D315 

講師：島本 卓 氏（全国脊髄損傷者連合会兵庫県支部） 

白石 充 氏（NPO法人ケアリフォームシステム研究会） 

藤田 祐一 氏（神戸学院大学） 

西尾 怜 氏（愛仁会高槻病院MSW） 

林 威智郎 氏（コーディネーター／川村義肢株式会社） 

参加者：55名（会員33名 非会員22名） 来場者 30名 オンライン25名  

共催：第40回リハ工学カンファレンスin神戸実行委員会 
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第17号議案（専権等の報告）40周年記念式典 功労者表彰について 

企画担当の植田（瑞）理事（代理 金井事業統括担当理事）より、40周年記念式典を下記の通り開催す

ることと、功労者表彰人選結果について報告され、追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

式典テーマ：リハビリテーション工学の未来を考える 

日時：2026年8月21日（金）午後，2時間の枠/参加者：100～150名予定 

場所：神戸学院大学（リハ工学カンファレンス内）/会場は未定 

功労者：繁成剛氏、沖川悦三氏、桂律也氏、井村保氏、金井謙介氏、水澤二郎氏      

 ※理事会に10年以上携わった方として人選（ただし、これまでに同表彰を受けていない人） 

 

第18号議案（決議）第40回リハ工学カンファレンス優秀発表賞について 

協会誌担当の徳田理事、植田（瑞）理事より、リハ工学カンファレンス優秀発表賞について企画好評に

つき、本大会でも同様に実施したいと提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

リハ工学カンファレンスの口述発表で優れた内容について、協会誌「リハビリテーション・エンジ

ニアリング」の審査付き論文（研究論文、研究報告、技術・開発・活用報告）に投稿することにつな

げられるよう、2024年度開催より優秀発表賞を選定し、編集委員会で発表者に論文化を勧め、論文件

数の確保を図っている。 

 

第19号議案（専権等の報告）バリアフリー2026への出展報告 

展示会担当の小林理事より、バリアフリー2026（於：インテックス大阪）へ出展したことが報告され、

追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

日時：2026年4月15日（水）～17日（金） ※総来場者数：3日間で46548人 

会場：インテックス大阪 

展示内容：リハ工学カンファレンスin神戸およびの福祉機器コンテスト2026の広報、 

福祉機器コンテスト2025受賞作品紹介 

出展社セミナー： 

講師名：江口洋丞氏（Qolo株式会社） 

講演タイトル：「脊髄損傷者に立ち上がって生活する選択を」 参加者：38名 

 

第20号議案（専権等の報告）「CREATe Asia総会」へ参加について 

国際担当の上野理事より、CREATe Asia総会（2026年4月9日開催 本田国際連携推進委員が参加）に

ついて報告され、追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

＜国際連携推進委員からの報告＞ 

・CREATe Asiaの会長はYu Hongliu 教授（上海理工大学)となる 

・iCREATe 2027 は、2027年8月23日〜25日に、マレーシア・クアラルンプールの UTM Hotel &  

Residence にて開催予定 

・論文募集（Call for Papers）は、2026年8月から12月を予定 

・2026年4月9日の総会において、Indigo Australasia がCREATe Asia の 会員承認 
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第21号議案（専権等の報告）「GAATO会議」へ参加について 

国際担当の上野理事より、GAATO会議（2026年 5月 27日開催（オンライン）、井上国際連携推進委員、

上野国際担当理事が参加）について報告され、追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

会議では以下の内容について討議された。 

・2026年から2030年における活動方針の内容について 

・理事の任期延長について 

 

第22号議案（決議）2026年度事業計画（案）について 

総会・理事会担当の北野理事より、2026年度事業計画案が提案され、審議の結果、満場一致で承認され

た。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

第23号議案（決議）2026年度予算（案）について 

金井副会長（総務統括）、財務担当の冨田理事より、2026 年度予算案が提案され、審議の結果、満場一

致で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

議長は、以上をもって一般社団法人日本リハビリテーション工学協会の2025（令和7）年度第7回（通算第

104回）理事会に関する全ての議事を終了した旨を述べ、閉会を宣した。（10時39分） 

 

以上の議事の要領及び結果を明確にするため、議長並びに議事録署名人は次に署名又は記名・押印する。 

 

2026年6月7日 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会2025年度第7回理事会 

 

 議    長 河合俊宏 

 

 議事録署名人 小島みさお 

 

 議事録署名人 渡辺崇史 


